
プレーパーク展開事業について

プレーリーダー養成講座

目 的 こどもの遊び場を担い、地域での活動を支える人材であるプレーリーダーを育成する。

日程・会場 座 学 ：令和７年１０月４日（土）、２５日（土） 鶴岡市役所別棟
実地研修：令和７年１０月５日（日）、２６日（日） 中央児童館

内 容 座 学 ：講義１ プレーリーダーとは？～子どもの遊びと豊かな育ち（公開講座）
講義２ 遊び環境デザイン～安心・安全な場所で「やってみたい」を育む
講義３ 子どもを理解するヒント～遊びから見えてくる世界
講義４ 遊び場は地域づくり～みんなでつくるプレーパーク

実地研修：プレーパーク体験会に加わり、プレーリーダーとして実際の活動を体験

参加者数 １０月４日８人、５日６人、２５日６人、２６日７人

成 果 ・プレーリーダーに興味・関心がある方の発掘や仲間づくりの一端を担うことができた。
・受講者は、プレーリーダーの役割に関する知識の習得だけではなく、こどもとの関わり方
を変えるだけで、こどもが本来持つ力が発揮できることを知ることができた。

・座学だけでなく体験会での実践を交えたことで、実際のこどもの遊ぶ姿、動きを見ること
ができ、実践の重要性が認識された。

課 題 ・養成講座の参加者が少なく、開催時期や手法の精査、広報体制の強化が必要である。
・今後、より専門性の高いプレーリーダーの養成を行う講座の開催も検討する必要がある
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資料１



プレーパーク体験会「つるおかにプレーパークがやってきた‼」
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目 的 プレーパークを市民に広く知ってもらうとともに、プレーリーダー養成講座受講者の実践
研修の場とする。

日 時 令和７年１０月５日（日）、２６日（日） 午前１０時～午後４時

会 場 中央児童館

内 容 野外遊園に遊びのきっかけとなる道具や材料を配置し、自由に遊んでもらう。
10/5 段ボール遊び・工作、シャボン玉、砂遊び、昔遊び、ピタゴラスイッチ など
10/26 木工遊び、たき火（マシュマロ焼き、べっ甲飴づくり）、ブランコ、水遊びなど

参加者数 １０月 ５日 ９０組 ２７７人（こども１５５人、大人１２２人）
１０月２６日 ３８組 ９５人（こども ５６人、大人 ３９人）

成 果 ・参加者からは、プレーパークの「自由な遊び」と「こどもを見守るプレーリーダーの存在」
に対する評価が高く、「こどもにとっての遊びは学びである」という感想があるように、
プレーパークの特徴を伝えることができた。

課 題 ・体験会の参加者数が天候に左右される側面が見られたため、年間を通じた継続的な活動
機会の創出により、雨や雪などの豊かな自然環境を活かしたプレーパークの可能性を探り、

活動の定着化を図る必要がある。の遊ぶ力、遊びによる成長は、こどもとの関
わり方を変えることの重要性を認識


